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目的 消化管転移切除の価値を明らかにする 
データソース  
研究の選択  
データ抽出  

主な結果 

消化管転移切除 124 例 
生存期間中央値 
根治術：48.9 月、緩和的手術：5.4 月、手術なし：5.7 月 
手術による症状緩和（根治、緩和両者を含む）：97％ 
多変量解析：最も重要な予後因子は根治術と消化管が最初の遠隔転移

臓器であることの 2 点。 
 
 

結論 

ほとんど患者は手術によって症状の緩和ができた。消化管転移の切除

は条件を満たす患者については強く考慮されるべきである。 

ﾚﾋﾞｭｰ研究の6項目 
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エビデンスのレベル分類（ IV ） 
 
消化管転移でも条件を満たせば外科的治療が非常に有益であること

を示した価値ある論文である。 
 
 
 
 
 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




